
会議録（公開用）

第９回廿日市市景観審議会会議記録 要旨

１ 会 議 名 第９回廿日市市景観審議会

２ 開催日時 令和４年１１月１日（火） １０時００分から１２時００分まで

場 所 廿日市市役所２階 ２０１会議室

３ 出席委員 ・森保洋之 ・磯永章子 ・岡本礼子 ・梶本歌子

・蒲田智美 ・河原直己 ・塩田ひとし ・鳥平二郎

・細見 恵 ・吉川義篤

欠席委員 ・正木文雄 ・三浦浩之

４ 議 事

（１） 開 会

（２） 議 案

第１号議案 廿日市市景観審議会会長の選出について

第２号議案 宮島口地区 都市サイン計画について（意見照会）

（３） 報告事項

宮島口地区景観整備ガイドプランについて

宮島地区景観形成方針の検討について

５ 公開、非公開の別 公開

６ 傍聴人の人数 0人

７ 発言の要旨 別紙のとおり

８ 事務局職員 ・建設部都市建築担当部長 横瀬文彦 ・都市計画課 課長 原田慎治

・都市計画係 課長補佐兼係長 加冶秀典 ・専門員 藤原利行

・主任 広田直樹 ・主任 前花武範 ・主事 野々村ほのか

・歴史まちなみ推進係 課長補佐兼係長 二宮理

・宮島口みなとまちづくり推進課 課長 中村龍誠 ・係長 河村伸司



９ 説 明 員 ・都市計画係 課長補佐兼係長 加冶秀典 ・主事 野々村ほのか

・歴史まちなみ推進係 課長補佐兼係長 二宮理

10 結 果

第１号議案 森保委員とする。

第２号議案 原案のとおりとする。但し、頂いた意見について、今後、検討しつつ運用する。



11 発言の要旨

（１） 第１号議案 廿日市市景観審議会会長の選出について

（事務局）

廿日市市景観審議会会長の選出について、廿日市市景観審議会規則第２条第１項において、委嘱され

た委員のうち、学識経験者の中から、委員の互選により選任すると定められています。学識経験のある

委員の皆様は、お二方とも再任でございます。そういった変わりない状況であることから、委員の皆様

の互選ということで、引き続き、会長を前回に引き続きＡ委員にお願いしてはどうかと思うのですが、

委員の皆様、いかがでしょうか。

（全委員）

異議なし。

（事務局）

それでは、第１号議案、廿日市市景観審議会会長の選出については、Ａ委員を会長とすることで議決

しました。

（会長）

会長指名にて、会長の職務代理者をＨ委員にお願いしたいと思います。本日欠席されているため、後

日事務局より確認をお願いします。

（事務局）

承知しました。（※後日、Ｈ委員の了解を得た。）

（２） 第２号議案 宮島口地区 都市サイン計画について（意見照会）

報告事項 宮島口地区景観整備ガイドプランについて

（事務局）

２号議案、宮島口地区 都市サイン計画について並びに、報告事項の宮島口地区景観整備ガイドプラ

ンについての概要について、ご説明いたします。

（事務局）

－議案説明－

（Ｂ委員）

回遊性について、どう想定しているのでしょうか。双眼鏡やベンチ等、歩くからには休みたいという

心理を大事にしていただきたいです。また、ストリートファニチャーを推してもいいのではと思います。

その他には、“しゃもじ”を利用してスポットをつくるというのも良いと思います。

（事務局）

回遊性についてですが、中心軸となる県道厳島公園線の改修や市道赤崎３号線の整備、護岸整備に合

わせた遊歩道の整備等、回遊軸の整備を進めています。

また、港湾緑地には、宮島の大しゃもじをイメージした広場を計画していますが、県道厳島公園線ロ

ータリー部や遊歩道とを一体的に利用できるよう、休憩するスペースや宮島を眺めるスポットの設置等

について検討を進めていきたいと考えています。

（Ｃ委員）

回遊性の話に繋がると思いますが、宮島口旅客ターミナルにある時計が見えなく時間がわからない。

最近は携帯電話などで時間は確認できますが不便に感じます。

また、旅客ターミナル内のサインも分かりにくいと思います。



（事務局）

今後の整備の中で、時計の設置についても検討していきます。

サインについては同様の意見をいて頂いており、広島県へサインの改良をお願いしています。

（Ｄ委員）

整備主体、整備時期により、デザインが異なることについて、課題としていますが、発注先が変わる

際に、どう運用し、統一をしていくのかが一番重要だと思います。また、インバウンドのお客さんを想

定した使用言語の統一をどこまで広げるかという具体案をサイン計画に含めた方がいいかと思います。

（事務局）

本地区においては多くの整備主体が関わっております。国道２号は国、港湾施設は広島県、廿日市市

でも市道整備等があります。また駅についても広電宮島口駅やＪＲ宮島口駅があります。これらは公共

サインとは違いますが、公共的なサインを設置するという点で、整合を図る必要があると考えます。そ

うした関係の事業者に対し、将来サインをやり替えるときや、新たに案内のサインをつくるときなどに、

この計画に従って設置していただきたいと考えています。本日ご審議いただいて、この策定をした後に

は、事業者、関係課、情報を共有いたしまして、進めていきたいと考えています。

また、多言語についてですが、フランスについて例を出させていただきました。この宮島口地区につ

いて、宮島へ渡る前に必ず通る地区として、様々な国から来られる関係上、日本語の表記だけでいいと

は思っておりません。実際にサインを整備する際には何カ国語が必要になるかなど、具体的な検討をし

ていきたいと思います。

（Ｅ委員）

１年の回遊性という意識でこのプランを見たとき、季節的な木とか花とか必要では。また、公園にベ

ンチを置いたり、宮島の石を使ったりなど、どの季節に行っても楽しめる何かがあるといいなと思いま

した。

（事務局）

現在、宮島口地区の植栽等ついては、資料にもあるような「和の美」をイメージして設計を進めてい

ます。ロータリー部や港湾緑地については広場としての利活用を考えていますので場所は限られますが、

委員さんのご意見を参考にさせて頂きたいと思います。

（Ｆ委員）

行楽シーズンになると車が混みます。車に対してのサインや電光掲示板にも何時間待ちなどの表示を

付けて欲しい。そうしなければ、近所の駐車場やスーパーなどに駐めていくようになります。

（事務局）

宮島口地区の渋滞について、ハード面の対策として、市道赤崎３号線等の道路整備によるアクセス性

向上を図っています。電光掲示板等の整備については、道路整備の進捗に併せて整備を検討していきた

いと思います。

（Ｇ委員）

サインの現地調査について、暗くなってからのサインの在り方というのも少し考えていただきたいで

す。どんな回遊性を考えているのかというのと併せて、それに合った、夜でも対応できるサイン計画と

いうのを考える必要があると思いました。

（事務局）

回遊性をもっと充実させ、どこにどのように回遊性を求めるかというイメージに合わせて、夜の視点

を取り入れてサインの設置をしていきたいと思います。ターミナルをわたっての広電への動線、そして

ＪＲへの導線についても、検討する一つの材料として考えていきたいと思います。


